
○
岩
崎
家
の
臺
所
（
口
繪
参
照
）

本
書
を
繙
く
も
の
先
づ
巻
頭
に
菜
色
の
口
繪
を
見
ん
、
是
れ
ぞ
當
時
天
下
の
素
封

家
男
爵
岩
崎
彌
之
助
氏
が
駿
河
臺
邸
宅
の
臺
所
に
し
て
畫
伯
水
野
年
方
氏
の
丹
青

を
凝
せ
し
眞
景
な
り
、
同
邸
の
臺
所
は
二
層
の
建
築
に
て
階
上
は
日
本
料
理
に
用

ゐ
、
階
下
は
西
洋
料
理
に
用
ゆ
、
口
繪
の
正
面
に
見
ゆ
る
は
階
上
の
日
本
料
理
室

に
て
十
二
坪
の
板
の
間
に
は
、
諸
品
秩
序
よ
く
整
頓
し
、
長
方
形
の
盛
臺
三
脚
は

三
箇
の
七
輪
を
扣
へ
て
、
前
に
二
脚
横
に
一
脚
を
据
へ
料
理
物
を
配
列
す
、
同
じ

大
さ
の
卓
臺
一
脚
あ
り
て
取
片
付
け
の
道
具
を
載
す
る
に
供
し
以
て
厨
人
の
食
品

取
扱
ひ
に
混
雑
な
か
ら
し
む
、
五
尺
四
方
の
氷
室
と
、
上
流
し
二
ヶ
所
あ
り
、
大

小
二
個
の
水
甕
に
は
一
旦
沸
騰
せ
し
熱
湯
を
冷
し
之
を
飲
料
水
と
す
る
衛
生
上
の

注
意
行
届
け
り
、
太
き
水
道
栓
は
水
の
不
自
由
を
來
す
こ
と
な
く
、
一
間
の
戸
棚

四
ヶ
所
あ
り
て
清
拭
せ
し
食
器
を
納
む
、
電
燈
瓦
斯
燈
各
五
基
夜
中
と
雖
四
隅
晝

を
欺
き
、
光
線
の
反
射
も
建
築
法
に
叶
ひ
て
厨
人
下
働
女
の
立
働
に
便
利
良
し
、

万
事
清
潔
に
し
て
且
つ
秩
序
の
整
頓
せ
る
は
此
の
臺
所
の
特
長
な
り
、
階
下
の
西

洋
料
理
室
は
地
下
を
掘
下
げ
て
造
り
た
る
も
の
に
て
階
上
と
同
じ
く
十
二
坪
あ
り
、

四
尺
四
方
の
暖
爐
に
高
三
尺
長
六
尺
幅
三
尺
と
、
同
じ
高
さ
に
長
四
尺
幅
三
尺
の

盛
臺
二
脚
を
備
へ
諸
事
の
整
頓
せ
る
事
階
上
に
劣
ら
ず
、
圖
に
見
ゆ
る
階
梯
は
階

上
の
西
洋
室
に
通
じ
其
階
梯
の
傍
に
釣
棚
あ
り
て
食
器
を
納
む
、
二
ヶ
所
の
氷
室

水
道
栓
一
基
、
電
燈
四
基
、
瓦
斯
燈
三
基
あ
り
、
階
下
と
言
へ
ど
も
明
り
取
り
は

充
分
に
し
て
頗
る
清
潔
を
極
む
、
且
つ
西
洋
料
理
に
特
有
な
る
一
種
の
臭
氣
決
し

て
外
に
漏
れ
ず
、
是
れ
此
の
料
理
室
の
特
徴
な
り
、
此
他
別
に
炊
事
塲
あ
り
て
階

上
の
日
本
料
理
室
に
並
び
、
廣
さ
同
じ
く
十
二
坪
に
て
炊
事
用
の
二
口
立
竈
一
個

と
湯
沸
用
の
大
釜
一
個
あ
り
、
此
大
釜
に
對
し
て
太
き
水
道
栓
あ
り
、
栓
を
捻
れ

ば
忽
ち
迸
水
す
、
五
坪
の
物
置
塲
に
は
食
鹽
魚
肉
類
、
野
菜
類
等
料
理
上
の
必
用

品
を
置
き
、
同
じ
く
五
坪
の
石
に
て
畳
み
た
る
一
室
に
て
は
肉
菜
等
の
下
拵
へ
を

な
す
、
臺
所
に
要
す
る
坪
數
總
て
四
十
六
坪
、
そ
の
配
置
整
然
と
し
て
万
事
衛
生

法
に
適
ひ
た
る
は
獨
り
財
力
の
致
す
處
の
み
に
あ
ら
ず
、
有
名
な
る
衛
生
家
且
つ

潔
癖
家
と
稱
せ
ら
る
ヽ
男
爵
夫
人
早
苗
子
が
日
常
督
勵
を
怠
ら
ず
し
て
食
物
問
題

に
重
き
を
置
か
る
ヽ
が
故
な
り
、
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